
中央圏域、中央東圏域についても、
第 2層協議体の設置に向けて準備をしています。

西部地区第2層協議体南部地区第 2層協議体
買い物や誰もが立ち寄れる通いの場など地域に

とって本当に必要なことは何か、感染予防に努めな
がら話し合いを重ねています。（令和 2年 8月）

「気づくこと、見守ること、支えること」を合言葉
に、声掛け隊が発足しました。コロナ禍の為、令和
3年度からの活動を目指しています。（令和3年2月）

鎌ケ谷市における第2層の取り組み

地域のみんなで協力しながら
暮らせるまちづくりのために

生活支援体制整備事業

高齢になっても、介護が必要になっても、住み慣れた地域で自分らしく生活するためには、困りごとや
心配ごとを気軽に相談し、たすけあえる地域が重要になってきます。
鎌ケ谷市社会福祉協議会では、平成30年度より鎌ケ谷市からの委託を受けて、地域包括ケアシステムの
一部である「生活支援体制整備事業」を推進しています。
市内 6 コミュニティエリアに生活支援コーディネーターを配置し、高齢者の誰もが住み慣れた地域で、
生きがいをもって在宅生活を継続できるよう、「介護予防」と「生活支援」に重点を置き、住民の方々が主
体となって話し合う場である「協議体」の設置を進めています。

社会福祉法人 鎌ケ谷市社会福祉協議会
電話　047-444-2231　　FAX　047-446-4545

地域包括ケアシステムの姿

病気になったら…
医　療

日常の医療

通院・入院
通所・入所

住まい

介護が
必要になったら…
介　護

■施設・居住系サービス

■在宅系サービス

■介護予防サービス

認知症の人

自治会・
民生委員
ボランティア・
NPO　等

いつまでも元気に
暮らすために…
生活支援・
介護予防
生活支援体制整備事業

かま福 大仏さま

東部地区第 2層協議体
北部地区第 2層協議体
（たすけあい活動あさか）
コロナ禍で「対面できなくてもコミュニケーショ

ンをとり続けたい」そのような思いから、民生委員
さんに協力していただき、北部地区にお住まいのお
一人暮らしのご高齢の方（およそ 300 名）へ、寒
中見舞いをお出ししました。（令和 3年 1月）

住民の方のお声をもとに、本当に必要な情報が
載っている電話帳を作り、自治会に協力していただ
き東部地区にお住まいの方へ配布しました。（令和
元年 12月）
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第2層協議体設置に関するイメージ図

第 1層協議体
鎌ケ谷では、市全体として第 1層の協議体をひとつ設置しています。第 1層協議体では、第 2層協議体

で解決に至らないような広範囲な課題について、報告や検討をしています。

第 2層協議体
中央圏域、中央東圏域、東部圏域、西部圏域、南部圏域、北部圏域の 6 つのコミュニティエリアをそれ
ぞれひとつの第 2 層協議体の範囲とし、地域の実情に応じた話し合いを進めています。（※令和 3 年 2 月
時点では 4つのコミュニティエリアに協議体が設置されました）

現在、協議体のメンバーは、自治会、民生委員・児童委員、
地域包括支援センター、鎌ケ谷市、社会福祉協議会などで構成
されています。
話し合う内容や地域により、構成メンバーが異なるのも「協
議体」の特徴です。
また、協議体には、協議体の運営や地域資源の把握、その他コー
ディネートを担う「生活支援コーディネーター」が配置されて
います。

いつまでも住み慣れた地域で、ご自身らしく元気に過ごすことができるよう、より良い地域づくりを目
指して活動しています。
自治会、民生委員・児童委員、地域包括支援センター、行政機関などと協働し、身近な地域で支えあえ

る体制づくりを進めていきます。

◎地域の中にある活動や取り組み（地域資源）の把握に努めています。
パンフレットや情報誌には掲載されない地域活動も大切に探していきます。
ちょっとした集まりやボランティアさん、サークルさん、地域の〇〇名人

さんなど、皆様がご存知の地域活動や人材についての情報を集めています。

◎地域づくりの話し合いの場「協議体」のコーディネートをしています。
鎌ケ谷市内と言っても、地域の特性はそれぞれです。協議体では、地域を

よく知る住民の皆様と会議を重ねています。
自由で活発な会議の進行も、生活支援コーディネーターの大切な役割です。

◎関係者のネットワークづくりに取り組んでいます。
支えあえる地域をつくるためには、いろいろな方とつながり、相談し合え

るようなネットワークづくりが大切です。住民の方々だけでなく、地域の福
祉事業所の方々、専門職の方々とのつながりも積極的につくっていきます。

協議体の中心は、話し合いのメンバーを含む地域の皆様です。協議体には生活支援コーディネーターが
配置されていますが、生活支援コーディネーターは「支えあえる地域づくり」のお手伝いをします。地域
のどこに、どのような仕組みが必要かを本当に知っているのは住民の皆様です。生活支援コーディネーター
は皆様と一緒に地域づくり、仕組みづくりを進めていきます。

話し合いの様子

第2層協議体の特徴

協議体の中心は誰？

「生活支援コーディネーター」ってなあに？

「生活支援コーディネーター」はどんなことをしているの？

市社協・
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第2層協議体、コーディネーターの配置・構成例
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「話し合い」と「やってみる」
協議体では、それぞれ何回も話し合いを重ねています。「成果」

を目で見ることが難しいこともありますが、丁寧に話し合いを
することが第一歩だと考えています。
そして、地域のためになりそうなことは「やってみる」。地域
の皆様のご意見を大切に、地域のために生活者として取り組ん
でいます。
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